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フ
ォ
ー
ド
大
学
ア
メ
フ
ト
コ
ー

チ
／
人
間
科
学
部
客
員
教
授
）、

岩
崎
恭
子
氏（
１
９
９
２
年
バ
ル

セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子

２
０
０
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ
金
メ

ダ
リ
ス
ト
）、
半
田
裕
教
授（
人

間
科
学
部
）、
そ
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ

グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

野
村
正
育
氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
登
壇
。

　

ま
ず
德
永
光
俊
学
長
が
、
Ｋ

Ｓ
Ｃ
Ｃ
開
設
の
目
的
や
意
義
に

つ
い
て
説
明
し
、「
大
学
ス
ポ
ー

ツ
は
大
学
教
育
の
重
要
な
柱
。

そ
の
あ
る
べ
き
姿
を
議
論
し
て

い
た
だ
き
、
Ｋ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
運
営
の

参
考
に
し
た
い
。
ス
ポ
ー
ツ
と

文
化
を
通
じ
て
、
ヒ
ト
と
街
を

元
気
に
し
て
い
き
た
い
」
と
挨

拶
。
そ
の
後
、
野
村
氏
の
軽
妙

な
司
会
で
、
河
田
客
員
教
授
は

主
に
、
指
導
す
る
ス
タ
ン
フ
ォ

ー
ド
大
学
の
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
に
つ
い
て
語

り
、「
学
生
の
本
分
は
勉
強
だ
と

い
う
認
識
が
厳
格
な
ル
ー
ル
と

下記の日程を予定しております。
教育懇談会のお知らせ2018年度

日時：2018年10月27日（土）
　　　10:00～16:00
場所：大阪経済大学

　本年度もホームカミングデーを開催します。
学生時代のゼミの先生や同窓生との再会をお
楽しみください。色々な催しをご用意して、
皆様のお越しをお待ちしています。

のご案内ホームカミングデー

お問い合わせ先
総務部総務課または大樟会事務室

大
阪 受付 9:30～

▶大阪経済大学
6.23土

大学祭も
同時開催!!

京
都 受付 10:00～

▶TKPガーデンシティ京都
6.30土

名
張 受付 10:00～

▶名張シティホテル
7.14 土 松

山▶ホテルマイステイズ松山
7.15 日

岡
山 受付 10:00～

受付 10:00～

▶岡山プラザホテル
7. 8 日

▶JRホテルクレメント高松

高
松 受付 10:00～7. 7 土

主な記事 contents
（
１
面
） 

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
セ
ン
タ
ー
開
設
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
２
面
） 

２
０
１
７
年
度
卒
業
式
・
学
位
授
与
式
、

２
０
１
８
年
度
入
学
式
、
入
学
前
交
流
会

（
３
面
） 

大
樟
会
だ
よ
り

（
４
・
５
面
） 〈
広
報
隊
〉
学
生
編
集
ペ
ー
ジ

 

サ
ー
ク
ル
紹
介

（
６
面
） 

長
期
有
償
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
海

外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
主
な
就
職
先

（
７
面
） 

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
セ
ン
タ
ー
新
設
、

 

黒
正
塾
、
Ｆ
Ｄ
通
信

（
８
面
） 

教
職KAWARABAN

、
教
育
振
興
募
金

報
告
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
ご
案
内

　

大
学
ス
ポ
ー
ツ
の
ブ
ラ
ン
ド
向
上
を
目
指
す
統
括
組
織
「
日
本
版
Ｎ
Ｃ
Ａ
Ａ
」
を
モ
デ
ル
と

し
た
「
Ｋ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
／keidai sports&culture center

」
を
今
年
４
月
に
開
設（
７
面
に
関
連
記

事
）。
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
文
化
系
の
ク
ラ
ブ
活
動
も
対
象
と
し
た
支
援
を
行
い
、
学
生
の
学

び（
学
業
両
立
）、
ク
ラ
ブ
活
動
と
地
域
・
社
会
貢
献
を
結
び
つ
け
る
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
。

こ
れ
を
記
念
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
大
学
と
ス
ポ
ー
ツ
」
が
、
５
月
２６
日（
土
）午
後
１
時
か
ら
、

Ａ
館
フ
レ
ア
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

鈴
木
大
地
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官（
人
間
科
学
部
客
員
教
授
）に
よ
る
基
調
講
演
「
２１
世
紀
に
お
け
る

ス
ポ
ー
ツ
の
可
能
性
」
と
、
ス
ポ
ー
ツ
界
の
第
一
人
者
５
名
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
大
学
と
ス
ポ
ー
ツ
～
ス
ポ
ー
ツ
の
可
能
性
を
探
る
～
」
が
行
わ
れ
、
７
５
０
名
が
聴
講
し
た
。

基
調
講
演
を
行
う
鈴
木
大
地
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官

半田裕教授

岩崎恭子氏

河田剛客員教授

鈴
木
長
官
が
イ
ベ
ン
ト
を
見
学

スポーツを通して
活気と絆ある社会作り

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
先
立
ち
、
鈴
木
長
官
は
、

体
育
館
で
同
日
行
わ
れ
て
い
た
大
経
大
キ
ッ
ズ

カ
レ
ッ
ジ
「
フ
ラ
ッ
グ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
」

と
、
中
高
年
の
た
め
の
「
き
さ
ん
じ
塾
」
を
見

学
し
た
。

　

フ
ラ
ッ
グ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
で
は
、
地
域

の
子
ど
も
た
ち
を
招
き
、
ア
メ
フ
ト
部
の
学
生

が
コ
ー
チ
と
な
っ
て
指
導
。
鈴
木
長
官
は
、
子

ど
も
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
様
子
に
目
を
細
め
な

が
ら
練
習
風
景
に
見
入
っ
て
い
た
。
続
い
て
、

地
域
住
民
の
健
康
増
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
き
さ
ん

じ
塾
」
に
も
足
を
運
び
、
参
加
者
を
前
に
挨
拶

し
、
記
念
撮
影
な
ど
を
行
っ
た
。

大
版
Ｎ
Ｃ
Ａ
Ａ
の
開
設
は
、
市

民
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
力
と
な
り

意
義
深
い
。
今
後
予
定
さ
れ
て

い
る
大
規
模
な
国
際
大
会
も
好

機
と
捉
え
、
大
阪
の
活
性
化
に

取
り
組
み
た
い
」
と
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
代
読
さ
れ
た
。

　

第
１
部
の
基
調
講
演
で
は
、

鈴
木
長
官
が
、「
ス
ポ
ー
ツ
を
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
な
視
点
で
捉
え
る

こ
と
が
ス
ポ
ー
ツ
の
飛
躍
に
重

要
。
ま
た
地
域
全
体
で
盛
り
上

が
る
こ
と
が
、
日
本
に
ス
ポ
ー

ツ
文
化
が
根
付
く
こ
と
に
つ
な

が
る
」
と
前
置
き
し
、
ス
ポ
ー

ツ
庁（
２
０
１
５
年
１０
月
設
置
）

の
開
設
目
的
や
具
体
的
政
策
な

ど
を
説
明
。
成
長
産
業
と
し
て

の
ス
ポ
ー
ツ
の
重
要
性
や
具
体

的
事
例
、
大
学
ス
ポ
ー
ツ
活
性

化
の
必
要
性
な
ど
に
言
及
し
、

「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
前
向
き

で
活
力
あ
る
社
会
、
絆
の
強
い

社
会
を
作
り
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

第
２
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
鈴
木
長
官
、

河
田
剛
客
員
教
授（
米
国
ス
タ
ン

し
て
存
在
す
る
」。
岩
崎
氏
は
ス

ポ
ー
ツ
選
手
の
セ
カ
ン
ド
キ
ャ

リ
ア
に
つ
い
て
「
米
国
の
ス
ポ

ー
ツ
選
手
は
、
引
退
後
に
医
師

や
弁
護
士
な
ど
を
め
ざ
し
実
現

し
て
い
く
。
そ
の
よ
う
な
環
境

が
日
本
に
も
あ
れ
ば
」。
半
田
教

授
は
「
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
の

進
展
に
は
若
い
力
が
必
要
。
良

い
循
環
を
生
み
出
せ
る
人
材
を

本
学
か
ら
輩
出
し
て
い
き
た
い
」

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
か

ら
発
言
。
最
後
に
野
村
氏
が
、

「
ス
ポ
ー
ツ
の
可
能
性
と
、
地
域

に
密
着
し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
重
要

性
」
を
強
調
し
て
、
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
締
め
く
く

っ
た
。

スポーツ・文化センター開設記念シンポジウム

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
司
会
を
務

め
た
の
は
、
Ｃ
Ｂ
Ｓ
文
化
放
送

局
の
岸
田
稜
平
さ
ん（
経
営
学
部

３
年
）。
開
催
に
先
立
ち
、
人
間

科
学
部
の
福
井
孝
明
学
部
長
が
、

「
大
学
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
指
導

者
、
資
金
、
学
業
と
の
両
立
な

ど
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
解
決

し
て
い
く
か
、
地
域
と
の
連
携

を
含
め
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通

じ
て
考
え
て
い
き
た
い
」
と
挨

拶
。
続
い
て
来
賓
を
代
表
し
、

公
益
財
団
法
人
大
阪
体
育
協
会

の
新
堂
友
衛
副
会
長
が
、「
大
学

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
た
め
に

も
ス
ポ
ー
ツ
は
大
事
。
ま
た
今

後
開
催
さ
れ
る
世
界
規
模
の
大

会
を
地
域
全
体
で
盛
り
上
げ
、

ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成
や
大
阪
の

発
展
に
尽
く
し
た
い
」。
そ
し
て

吉
村
洋
文
大
阪
市
長
の
「
大
経
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企
画
を
考
え
よ
う
！
」。
参
加

者
た
ち
は
、
先
輩
た
ち
の
巧

み
な
リ
ー
ド
で
、
課
題
に
対

す
る
ア
イ
デ
ア
を
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
に
仕
上
げ
て
い

っ
た
。
最
初
は
恥
ず
か
し
そ

う
な
表
情
だ
っ
た
入
学
予
定

者
た
ち
も
、
し
だ
い
に
個
性

を
発
揮
。
そ
れ
ぞ
れ
の
懸
命

な
ア
ピ
ー
ル
に
会
場
か
ら
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
た
。

　

最
後
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
内
の

投
票
結
果
に
基
づ
く
決
勝
戦

が
行
わ
れ
、
１
位
、
優
秀
グ

ル
ー
プ
を
決
定
。
在
学
生
か

ら
賞
品
が
手
渡
さ
れ
た
。
ま

た
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
講
師
に

よ
る
特
別
賞
も
発
表
さ
れ
た
。

　

講
評
で
は
、
経
済
学
部
の

小
川
雅
弘
教
授
が
、「
初
対
面

同
士
で
、
よ
く
こ
こ
ま
で
成

　

２
０
１
８
年
度 

入
学
式
が
４
月
１
日（
日
）、
午
前

（
経
済
学
部
・
人
間
科
学
部
・
経
済
学
研
究
科
・
人
間
科

学
研
究
科
）と
、
午
後（
経
営
学
部
１
・
２
部
・
情
報
社
会

学
部
・
経
営
学
研
究
科
・
経
営
情
報
研
究
科
）の
２
部
に

分
か
れ
て
、
Ａ
館
フ
レ
ア
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。

　

２
０
１
７
年
度 

卒
業
証
書
・
学
位
授
与
式
が
、
３
月
１７
日

（
土
）、
午
前
の
部
は
経
済
学
部
・
人
間
科
学
部
・
経
済
学
研
究

科
・
人
間
科
学
研
究
科
、
午
後
の
部
は
経
営
学
部
１
・
２
部
・
情

報
社
会
学
部
・
経
営
情
報
学
部
・
経
営
学
研
究
科
・
経
営
情
報

研
究
科
に
分
か
れ
、
Ａ
館
フ
レ
ア
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。

　

吹
奏
楽
総
部
の
演
奏
と
グ

リ
ー
ク
ラ
ブ
に
よ
る
合
唱
の

あ
と
、
理
事
長
、
学
長
、
学

部
長
、
研
究
科
長
、
そ
し
て

海
外
協
定
校
のEMBA-ISUGA 

Business School

学
院
長
を

含
む
来
賓
が
登
壇
。

　

ま
ず
德
永
光
俊
学
長
が
式

辞
と
し
て
「
新
入
生
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
が
本
当
に
嬉
し

い
。
本
学
は
２
０
３
２
年
に

は
記
念
す
べ
き
１
０
０
周
年

を
迎
え
る
。
伝
統
を
受
け
継

ぎ
、
大
経
大
プ
ラ
イ
ド
を
持

ち
４
年
間
を
過
ご
し
て
ほ
し

い
」
と
挨
拶
。
詩
人
の
長
田

弘
さ
ん
の
詩
を
引
用
し
て
読

書
の
大
切
さ
を
強
調
し
た
う

え
で
、
初
代
学
長
・
黒
正
巌

博
士
の
「
道
理
貫
天
地
」
の

言
葉
の
意
味
や
「
研
学
修
道
」

の
精
神
を
ア
ピ
ー
ル
。「
私
た

ち
と
共
に
楽
し
く
実
り
あ
る

学
生
生
活
を
作
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
新
入
生
を
激
励

し
た
。

　

続
い
て
、
新
入
生
を
代
表

し
、
午
前
の
部
は
経
済
学
部

の
梅
田
真
名
さ
ん
が
、「
大
阪

経
済
大
学
の
学
生
と
し
て
誇

4年間刻んだ
大経大プライドを胸に

伝
統
あ
る
大
学
の
誇
り
と

自
覚
を
持
っ
た
学
生
に

互
い
に
力
を
合
わ
せ

「
つ
な
が
る
力
」を
発
揮

　

最
初
に
、
卒
業
生
の
門
出

を
祝
い
、
吹
奏
楽
総
部
の
演

奏
と
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
よ
る

合
唱
が
行
わ
れ
て
開
式
。
午

前
の
部
で
は
、
経
済
学
部
経

済
学
科
４
１
８
名
の
総
代
と

し
て
足
立
実
さ
ん
、
同
学
部

地
域
政
策
学
科
１
８
９
名
の

総
代
と
し
て
菊
池
優
太
郎
さ

ん
、
人
間
科
学
部
１
８
４
名

の
総
代
と
し
て
増
田
麻
央
さ

ん
、
経
済
学
研
究
科
３
名
の

総
代
と
し
て
田
中
美
穂
さ
ん
、
人
間
科
学
研
究
科
１０
名
の
総

代
と
し
て
劉
双
さ
ん
。
午
後

の
部
は
、

経
営
学
部

１
部 

経
営
学

科
３
１
７
名
の
総
代
と
し
て

本
野
優
衣
さ
ん
、
同
学
部
１

部
ビ
ジ
ネ
ス
法
学
科
１
５
２

名
の
総
代
と
し
て
奧
田
恵
美

さ
ん
、
同
学
部
２
部 

経
営
学

科
１
０
６
名
の
総
代
と
し
て

黒
瀬
徳
洋
さ
ん
、
情
報
社
会

学
部
・
経
営
情
報
学
部
２
６
１

名
の
総
代
と
し
て
篠
倉
亮
祐

さ
ん
、
経
営
学
研
究
科
３８
名

午
前
の
部
・
総
代
の
皆
さ
ん

午
後
の
部
・
総
代
の
皆
さ
ん

新入生代表の梅田さん

発表準備

リハーサル

新入生代表の竹島さん

の
総
代
と
し
て
延
川
煕
敏

さ
ん
、
経
営
情
報
研
究

科
４
名
の
総
代
と
し

て
村
田
祐
紀
さ
ん

に
、
德
永
光
俊
学

長
よ
り
卒
業
証
書
や

学
位
記
な
ど
が
、
そ

れ
ぞ
れ
手
渡
さ
れ
た
。

ま
た
総
代
個
人
に
は
「
真

摯
に
学
業
に
取
り
組
み
優
秀

な
成
績
を
収
め
た
」
と
し

て
、
黒
正
賞
の
賞
状
・
記
念

品
も
併
せ
て
授
与
さ
れ
た
。

　

式
辞
で
は
、
ま
ず
德
永
学

長
が
「
本
学
の
卒
業
生
は
約

９
万
７
０
０
０
名
と
な
っ

た
。
大
経
大
プ
ラ
イ
ド
、
Ｏ

Ｂ
と
し
て
の
誇
り
を
持
ち
生

き
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
卒

　

２
０
１
６
年
か
ら
、
推
薦

入
試
の
入
学
予
定
者
に
対
し

不
安
解
消
、
仲
間
づ
く
り
、

業
を
祝
い
、
そ
の
う
え
で

「
道
理
貫
天
地
」
と
「
研
学
修

道
」
の
言
葉
を
例
と
し
、「
い

か
に
生
き
る
か
を
一
人
ひ
と

り
が
考
え
て
ほ
し
い
」
と
訴

え
か
け
た
。
さ
ら
に
、
共
存

共
栄
を
意
味
す
る
「
お
か
げ

さ
ま
」「
お
た
が
い
さ
ま
」
の

言
葉
に
触
れ
、「
こ
の
言
葉
は

皆
さ
ん
が
社
会
で
生
き
る
力

に
な
る
と
思
う
」
と
卒
業
生

た
ち
を
激
励
し
た
。

　

ま
た
藤
本
二
郎
理
事
長
は

「
卒
業
は
新
た
な
生
活
の
始
ま

り
。
本
学
で
学
ん
だ
知
識
・

経
験
・
仲
間
を
大
切
に
社
会

で
存
分
に
活
躍
し
て
ほ
し
い
」

と
述
べ
た
う
え
で
、「
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
（
活
力
）と
セ
ン
シ
テ

ィ
ビ
テ
ィ
（
感
受
性
）を
大
切

に
し
て
ほ
し
い
。
積
極
的
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
、

失
敗
を
怖
れ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
姿
勢
が
信
頼
を
得
る
こ

と
に
つ
な
が
る
。
ま
た
チ
ャ

ン
ス
を
生
か
し
て
活
躍
す
る

た
め
に
は
健
康
が
大
事
」
と
、

人
生
の
先
輩
と
し
て
卒
業
生

た
ち
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　

来
賓
の
祝
辞
で
は
田
村
正

晴
大
樟
会
会
長
が
「
１
０
０

年
の
ス
パ
ン
で
人
生
設
計
を

す
る
時
代
。
７０
歳
ま
で
働
く

に
は
体
力
と
高
い
ス
キ
ル
が

必
要
。
職
業
能
力
を
高
め
キ

ャ
リ
ア
を
積
む
こ
と
が
生
涯

の
財
産
と
な
る
。
３
日
、
３

月
、
３
年
を
頑
張
る
こ
と
が

大
事
。
途
中
で
投
げ
出
さ
ず

努
力
を
重
ね
た
人
が
勝
ち
上

が
る
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

そ
し
て
卒
業
生
に
よ
る
答

辞
で
は
、
午
前
は
経
済
学
部

総
代
の
足
立
実
さ
ん
が
、
午

後
は
経
営
学
部
総
代
の
黒
瀬

徳
洋
さ
ん
が
、
母
校
や
恩
師
、

友
だ
ち
、
家
族
へ
の
感
謝
と

今
後
の
社
会
生
活
へ
の
意
気

込
み
な
ど
を
述
べ
、
最
後
に

全
員
で
学
歌
を
斉
唱
し
閉
式

と
な
っ
た
。

　

式
典
終
了
後
、
卒
業
生
は
、

ゼ
ミ
別
に
指
導
教
員
か
ら
一

人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
が
授

与
さ
れ
た
。
德
永
ゼ
ミ
の
教

室
で
は
、
卒
業
生
が
「
い
ろ

い
ろ
な
人
に
出
会
い
考
え
方

が
変
わ
っ
た
。
社
会
で
も

様
々
な
人
の
意
見
を
取
り
入

れ
て
行
動
し
た
い
」「
た
く
さ

ん
の
こ
と
に
挑
戦
で
き
、
悔

い
の
な
い
４
年
間
だ
っ
た
」

「
先
輩
・
後
輩
・
同
期
に
恵

ま
れ
た
」「
強
い
ら
れ
る
勉
強

は
嫌
い
だ
が
主
体
的
に
学
べ

て
良
か
っ
た
」
な
ど
と
大
学

時
代
を
振
り
返
っ
て
い
た
。

最
後
は
全
員
で
記
念
撮
影
。

刺
激
し
合
い
支
え
合
っ
た
仲

間
と
の
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

り
と
自
覚
を
持
ち
、
才
能
を

開
花
さ
せ
る
べ
く
積
極
的
に

勉
学
に
励
み
ま
す
。
人
と
の

絆
を
大
切
に
し
、
社
会
に
貢

献
で
き
る
人
間
と
な
る
よ
う

精
一
杯
努
力
し
ま
す
」。
午
後

の
部
は
経
営
学
部
の
竹
島
愛

さ
ん
が
「
歴
史
あ
る
大
学
で
、

自
己
の
目
標
達
成
の
た
め
、

目
の
前
の
課
題
に
真
摯
な
姿

勢
で
取
り
組
み
、
日
々
の
努

力
を
怠
ら
ず
、
精
一
杯
努
力

し
て
い
き
ま
す
」
と
力
強
く

宣
誓
し
た
。

　

ま
た
藤
本
二
郎
理
事
長
が

式
辞
と
し
て
、「
多
様
化
す
る

社
会
の
価
値
観
に
合
致
す
る

学
生
を
育
て
る
こ
と
が
大
学

の
役
割
。
そ
し
て
学
生
は
、

共
に
学
ぶ
仲
間
や
教
職
員
と

語
り
合
い
、
競
い
合
い
、
助

け
合
い
、
刺
激
し
合
う
こ
と

で
自
分
を
成
長
さ
せ
て
い
っ

て
ほ
し
い
」
と
述
べ
、「
学
生

時
代
に
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
（
活

力
）と
セ
ン
シ
テ
ィ
ビ
テ
ィ

（
感
受
性
）を
培
っ
て
ほ
し
い
。

そ
の
た
め
の
機
会
が
本
学
に

は
た
く
さ
ん
あ
る
。
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
ほ
し
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
。

　

最
後
に
特
別
来
賓
で
あ
る
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School

の
マ
ガ
リ
・
ケ
ル
ヴ

ィ
ニ
オ
学
院
長
が
、
Ｅ
Ｍ
Ｂ

Ａ
の
概
要
や
日
本
と
の
関
係
、

ア
ジ
ア
か
ら
の
留
学
生
が
多

い
こ
と
な
ど
を
紹
介
。
昨
年

は
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ａ
の
学
生
２
名
が

本
学
に
留
学
し
た
こ
と
な
ど

に
も
触
れ
、「
今
後
も
強
力
で

親
密
な
関
係
を
継
続
し
て
い

き
た
い
」
と
挨
拶
し
、
式
典

は
終
了
。
新
入
生
は
ク
ラ
ス

別
に
各
教
室
に
分
か
れ
て
入

学
書
類
の
授
受
が
行
わ
れ
、

保
護
者
に
対
し
て
は
、
各
学

部
長
な
ど
に
よ
る
学
部
紹
介

が
実
施
さ
れ
た
。

大
学
理
解
を
目
的
と
し
た
ス

ク
ー
リ
ン
グ
形
式
の
「
入
学

前
交
流
会
」
を
実
施
し
て
い

る
。
今
年
は
各
学
部
の
特
性

を
反
映
し
た
課
題
を
提
供
し
、

入
学
予
定
者
同
士
や
先
輩
と

の
交
流
を
通
じ
て
学
部
で
の

学
び
を
Ｐ
Ｂ
Ｌ
形
式
で
体
験

で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
。

ス
ク
ー
リ
ン
グ
Ⅰ
が
１
月
２０

日（
土
）・
２７
日（
土
）、
ス
ク

ー
リ
ン
グ
Ⅱ
は
、
２
月
２４
日

（
土
）・
３
月
３
日（
土
）、
各

学
部
ご
と
に
Ｄ
館
各
教
室
で

行
わ
れ
た
。
参
加
し
た
入
学

予
定
者
は
、
経
済
学
部
６２
名
、

情
報
社
会
学
部
４４
名
、
経
営

学
部
１
０
８
名
、
人
間
科
学

部
３６
名
。
在
学
生
約
７０
名
が

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め

た
。

　

ス
ク
ー
リ
ン
グ
Ⅰ
で
は
、

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
各

学
部
の
課
題
に
沿
っ
た
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
い
、
短
時
間

で
解
決
策
を
考
え
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
。
Ⅱ
で
は
、

グ
ル
ー
プ
で
ま
と
め
た
ア
イ

デ
ア
を
メ
ン
バ
ー
全
員
で
紙

芝
居
風
に
構
成
し
て
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　

提
起
さ
れ
た
学
部
別
の
課

題
は
、
経
済
学
部
が
「
大
学

周
辺
住
民
が
喜
ぶ
施
設
や
お

店
・
企
画
な
ど
を
考
え
よ

う
！
」、
経
営
学
部
は
「
ネ
ッ

ト
社
会
が
進
む
昨
今
、
ス
ー

パ
ー
が
生
き
残
る
に
は
？
」、

情
報
社
会
学
部
が
「
大
学
入

学
後
、
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
の

加
害
者
・
被
害
者
に
な
ら
な

い
た
め
の
情
報
倫
理
教
育
は

何
か
？
」、
人
間
科
学
部
は

「
２
０
２
０
年
東
京
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
知
名
度
を
高
め
る

果
を
出
せ
た
と
感
心
し
て
い

る
。
こ
の
経
験
は
大
学
で
も

社
会
で
も
役
立
つ
は
ず
」、
経

営
学
部
の
伊
藤
正
之
准
教
授

が
、「
難
し
い
テ
ー
マ
に
対
し

て
議
論
が
で
き
て
い
る
こ
と

に
驚
い
た
。
こ
れ
か
ら
も
問

題
意
識
を
持
ち
続
け
て
ほ
し

い
」
と
激
励
。
ス
ク
ー
リ
ン

グ
後
に
は
懇
親
会
も
行
わ
れ
、

入
学
予
定
者
か
ら
は
「
先
輩

と
い
ろ
い
ろ
な
話
が
で
き
た
」

「
と
て
も
楽
し
い
時
間
だ
っ

た
」「
不
安
が
解
消
さ
れ
た
」

と
の
声
が
聞
か
れ
た
。
な
お
、

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

は
満
足
度
９８
％
と
高
い
数
値

が
出
て
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が

ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
楽
し
め
た

よ
う
だ
。

決勝戦の様子

2018年度
入学式

入学前
交流会

2017年度
卒業証書
学位授与式



2018年6月3

全国から理事125名が出席
全国支部長会議は10月27日に延期

同
窓
会
の
奨
学
金
ス
タ
ー
ト

卒
業
生
か
ら
の
ご
寄
付
を
期
待

平成30年度  大樟会本部・支部行事予定（平成30年6月1日現在）

　

は
じ
め
に
物
故
者
に
対
し
、

全
員
で
黙
祷
を
行
っ
た
後
、

田
村
正
晴
大
樟
会
会
長
が
挨

拶
を
行
っ
た（
要
旨
別
記
）。

続
い
て
、
来
賓
を
代
表
し
て

藤
本
二
郎
理
事
長
と
德
永
光

俊
学
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら

れ
た
。
さ
ら
に
平
成
２９
年
度

に
就
任
し
た
新
支
部
長
６
名

と
新
理
事
１９
名
が
紹
介
さ
れ

た
。

　

こ
の
後
、
議
長
に
角
脇
忠

行
常
務
理
事（
３４
回
）、
副
議

長
に
田
中
伸
治
常
務
理
事

（
４５
回
）を
選
出
し
て
、
議
案

の
審
議
に
入
っ
た
。

　

第
１
号
議
案
の
平
成
２９
年

度
の
事
業
報
告
で
は
、
総
務

部
関
係
と
し
て
、
昨
年
の
５

月
２７
日
、
定
例
の
理
事
会
を

開
催
し
、
本
部
役
員
改
選
、

大
樟
樟
政
会
を
７
つ
目
の
部

　

平
成
３０
年
度
大
樟
会
理
事
会
は
５
月
２６
日（
土
）午

前
１０
時
３０
分
か
ら
Ｄ
館
３２
教
室
で
開
催
さ
れ
た
。
当

日
は
、
全
国
か
ら
１
２
５
名
の
理
事
が
出
席
し
た
。

2018年度
大樟会理事会

会
と
し
て
追
加
す
る
等
の
議

案
を
上
程
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原

案
ど
お
り
承
認
し
た
。
ま
た
、

全
国
支
部
長
会
議
で
は
、
過

去
２
年
間
に
わ
た
り
進
め
て

き
た
同
窓
会
設
立
８０
周
年
記

念
事
業
の
進
捗
状
況
を
報
告

し
た
。
そ
の
他
、
恒
例
と
な

っ
て
い
る
学
生
奨
学
論
文
表

彰
、
本
学
の
卒
業
生
、
後
援

会
員
等
を
対
象
に
し
た
パ
ソ

コ
ン
教
室
も
開
催
し
、
好
評

を
博
し
た
。
ま
た
、
広
報
部

関
係
で
は
、
本
年
１
月
３１
日
、

「
澱
江
５３
号
」
を
発
行
し
た
。

特
集
と
し
て
、
本
学
の
卒
業

生
で
、
通
販
大
手
の
「
ジ
ャ

パ
ネ
ッ
ト
た
か
た
」
の
創
業

者
で
あ
る
髙
田
明
氏
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
、
女
性
卒
業
者
の

座
談
会
、
藤
本
二
郎
理
事
長

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
支
部
だ

よ
り
な
ど
多
く
の
同
窓
生
の

情
報
を
掲
載
し
た
。
組
織
部

で
は
、
支
部
総
会
・
部
会
を

計
５２
回
、
同
期
会
・
ク
ラ
ブ

Ｏ
Ｂ
会
を
計
２８
回
開
催
し
、

そ
の
支
援
を
行
っ
た
。
ま
た
、

昨
年
１１
月
２５
日（
土
）、
永
ら

く
活
動
を
休
止
し
て
い
た
島

根
支
部
は
支
部
再
興
総
会
を

開
催
。
活
動
を
再
開
し
た
。

ま
た
、
財
務
部
か
ら
の
決
算

報
告
で
は
、
平
成
２９
年
度
か

ら
給
付
を
開
始
し
た
同
窓
会

奨
学
金
基
金
へ
の
同
窓
生
か

ら
の
寄
付
金（
奨
学
金
収
入
）

は
、
大
口
の
１
０
０
万
円
も

含
め
、
予
算
額
を
大
幅
に
上

回
る
１
９
５
万
円
を
計
上
し

た
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
・
学

術
振
興
引
当
金
か
ら

２
０
０
０
万
円
を
取
り
崩
し
、

同
窓
会
奨
学
金
負
担
金
と
し

て
大
学
に
寄
付
し
た
。

　

第
２
号
議
案
で
は
平
成
３０

年
度
事
業
計
画
お
よ
び
収
支

予
算
に
つ
い
て
各
担
当
部
長

か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。
特
に

石
橋
組
織
部
長
か
ら
は
地
方

か
ら
の
入
学
者
、
卒
業
生
が

減
っ
て
い
る
中
で
、
近
隣
の

東
大
阪
・
八
尾
地
区
で
の
支

部
設
立
を
検
討
し
た
い
。
ま

た
、
現
役
学
生
に
呼
び
掛
け

て
地
方
の
県
人
会
組
織
を
学

内
に
立
ち
上
げ
た
い
と
考
え

て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
大
変

な
労
力
を
要
す
る
こ
と
で
あ

り
、
す
ぐ
に
実
現
す
る
と
は

言
え
な
い
。

　

次
に
、
３
号
議
案
の
会
則

の
改
定
で
は
、
従
来
、
学
生

会
員
か
ら
理
事
は
選
任
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
が
、
学
生
会

員
か
ら
も
理
事
を
選
任
す
る

こ
と
を
明
確
に
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
説
明
に
対
し
、

出
席
理
事
か
ら
「
澱
江
」
の

購
読
料
の
振
り
込
み
状
況
や
、

大
学
の
奨
学
金
制
度
支
援
の

　

一
昨
年
５
月
の
大
樟
会
理

事
会
で
決
議
さ
れ
た
同
窓
会

設
立
８０
周
年
記
念
事
業
と
し

て
大
学
の
奨
学
金
制
度
を
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
決

議
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、

大
学
の
「
緊
急
修
学
援
助
奨

学
金
制
度
」
と
「
遠
隔
地
学

生
奨
学
金
制
度
」
に
つ
い
て

従
来
の
大
学
枠
の
ほ
か
に
同

窓
会
枠
を
設
け
る
も
の
で
あ

る
。
同
窓
会
の
奨
学
金
給
付

の
初
年
度
と
な
っ
た
昨
年
度

は
、
合
計
２５
名
の
学
生
に
総

ホームカミングデーも
同日開催しますので、ぜひご参加ください

2018年度

大樟会総会 開
催10月 27日土

額
４
６
０
万
円
の
奨
学
金
を

給
付
し
た
。

　

た
だ
、
現
在
の
給
付
額
を

続
け
る
と
奨
学
金
の
た
め
の

積
立
金
は
１０
年
程
で
枯
渇
す

る
。
同
窓
会
の
奨
学
金
を
末

永
く
続
け
る
た
め
、
や
は
り

卒
業
生
か
ら
の
寄
付
金
に
期

待
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
昨
年

度
は
同
窓
会
の
奨
学
金
に
約

２
０
０
万
円
の
温
か
い
援
助

の
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
た
。

支部名 日程 会場

６
月

熊本支部  2日（土）湯の児温泉 ｢昇陽館｣
伊丹支部  9日（土）伊丹シティホテル
阪神支部  9日（土）宝塚ホテル
滋賀支部 10日（日）クサツエストピアホテル
北大阪支部 16日（土）本学E館7階
豊中支部 17日（日）千里阪急ホテル
川西・川辺支部 17日（日）すし半 川西店
大分支部 23日（土）大分センチュリーホテル
福井支部 23日（土）ザ・グランユアーズフクイ
大阪市住吉支部 24日（日）本学Ｅ館7階
大樟体育会 30日（土）本学Ｅ館7階

７
月

税理士大樟会  2日（月）大阪新阪急ホテル
岡山支部  7日（土）岡山プラザホテル
富山支部  8日（日）ホテルグランテラス富山
愛媛支部 14日（土）松山全日空ホテル
社労士大樟会 21日（土）本学Ｅ館7階
大阪市南・北支部合同 22日（日）吉川ビル4階会議室
池田支部 22日（日）田まい
池田泉州銀行大樟会 23日（月）大阪新阪急ホテル
静岡支部 28日（土）ホテルセンチュリー静岡

８
月

鳥取支部  4日（土）ANAクラウンプラザホテル米子
津山支部 25日（土）割烹「桐生」

支部名 日程 会場

９
月

明石支部  1日（土）グリーンヒルホテル明石
大経大パソコン教室 8日（土）・9日（日）本学
日立大樟会 14日（金）ガーデンシティクラブ大阪
東京支部 21日（金）日本外国特派員協会
山口支部 22日（土）新山口ターミナルホテル
石川支部 28日（金）和倉温泉「のと楽」
淡路島支部 29日（土）やぶ萬（福良）
島根支部 29日（土）松江エクセルホテル東急
愛知支部 30日（日）名鉄ニューグランドホテル

10
月

奈良支部  7日（日）ホテル日航奈良
神戸支部 13日（土）レニージョエル
和歌山支部 13日（土）ホテルグランヴィア和歌山
三重支部 20日（土）和田金
北九州支部 20日（土）未定
東播磨支部 21日（日）加古川プラザホテル「東京田村｣
大樟会総会（ホームカミングデー） 27日（土）本学
姫路支部 27日（土）姫路キャッスルグランヴィリオホテル

11
月

宮崎支部 10日（土）ホテルメリージュ
南九州支部 10日（土）ワシントンホテル 三十三間堂
京都支部 10日（土）ホテル京阪京都グランデ
高知支部 17日（土）土佐ノ國二十四万石
岐阜支部 18日（日）岐阜キャッスルインホテル

た
め
の
資
金
負
担
の
会
計
処

理
に
お
け
る
勘
定
科
目
等
に

関
連
す
る
質
問
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
担
当
役
員
か
ら
説
明

が
あ
っ
た
。
以
上
、
審
議
の

結
果
、
各
議
案
は
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
後
、
事
務
局

か
ら
大
樟
会
本
部
役
員
人
事

に
つ
い
て
、
大
河
内
徹
心
常

務
理
事（
３９
回
）が
、
新
た
に

副
会
長
に
選
任
さ
れ
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
。

　

な
お
、
例
年
、
理
事
会
と

同
日
開
催
さ
れ
て
い
る
全
国

支
部
長
会
議
は
、
今
回
は
、

大
学
の
行
事
と
の
兼
ね
合
い

で
、
大
樟
会
総
会
が
開
催
さ

れ
る
本
年
１０
月
２７
日（
土
）ま

で
延
期
さ
れ
た
。

卒業生の皆様へ

ご寄付のお願い
　卒業生の皆様に送付している大
樟会（同窓会）の情報誌「澱江」に
振込み用紙を挟み込んでいます。
後輩のために温かいご支援（一口・
千円から）をお願いいたします。
お問い合わせは大樟会事務局
℡06-6328-2431（代表）まで

大
阪
経
済
大
学
大
樟
会　

会
長　

田
村　

正
晴

先
輩
と
後
輩
の
絆
こ
そ＂
つ
な
が
る
力
№
１
＂の
根
本
で
す

会長ご挨拶（要旨）

　本日はご多用の中、全国
各地からご出席をいただき
ありがとうございます。
　大樟会は例年5月の最終
土曜日を理事会開催日と定め
ておりますが、大学行事との兼
ね合いで全国支部長会議を延
期し、本日は理事会のみの開催
となりました。ご遠方からご出
席いただいている支部長理事の
皆さんには、了承いただきます
ようお願いいたします。
　さて、29年度の大樟会活動
は事業報告のとおり、滞りなく
終了いたしました。支部および
各種団体の会合が52ヵ所、同
期会、クラブOB会が28ヵ所で
開催され、全国80ヵ所で多く
の卒業生が集いました。特にご
報告いたしたいことは、昨年
10月、愛知支部では前身であ
る東海支部設立から数えて
「70周年の記念総会」があり、
今年の3月には広島支部の「設
立75周年の記念総会」が相次
いで開催されました。昭和高商
に始まり、女子経専、新制大
学へと、連綿とつながれてきた
卒業生の先輩と後輩の絆は、
まさに本学のブランディング戦
略“つながる力№1”を具現化す
るもの、つまり根本ではないで
しょうか。これは大樟会の誇り

であるとともに、大学にと
ってもかけがえのない大き
な財産ではないかと思いま
す。たかが同窓会、されど
同窓会ではないでしょうか。
　来る2020年には、いよいよ
卒業生総数が10万人の大台に
乗ります。私達は諸先輩の熱
い思いと、設立の原点に立ち
返り、これからも主体性のある
活動を続けていかなければな
りません。同窓会の役割は、一
つ目は同窓生の親睦啓発であ
り、二つ目は大学貢献、特に
現役学生への様々な支援。三
つ目はステークホルダーとして
の社会的役割です。これは何
時如何なる時代にあっても変わ
るものではありません。大樟会
は今後とも母校に寄り添う最大
の卒業生集団として、大学との
連携を密にしながらその役割を
果たしてまいります。
　当面は2年先の卒業生10万
人時代を視野に、組織運営を
根本的に見直してまいります。
　次なる時代に適応した組織
運営の有り様について、そろそ
ろ議論を始めなければならない
時ではないかと思います。
　理事の皆様のご理解とご協
力のほどをお願い申し上げご挨
拶といたします。
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本
学
に
は
、
教
育
の

道
を
目
指
し
日
々
高

め
合
っ
て
い
る
サ
ー
ク

ル
が
存
在
す
る
。
サ
ー

ク
ル
名
は
「
教
師
の

た
ま
ご
」。
教
師
を
志

す
学
生
が
週
に
３
回
、
模
擬
授

業
や
面
接
練
習
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
。

　

４
月
２４
日（
火
）、
本
サ
ー
ク
ル
が
行
う
模
擬

授
業
に
潜
入
し
た
。
さ
ら
に
代
表
た
ち
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
教
師
を
目
指
す
学
生
た
ち

の
「
声
」
を
聴
い
て
き
た
。
こ
の
日
の
模
擬
授

業
担
当
は
、
松
井
英
城
さ
ん（
人
間
科
学
部
３

年
）と
、
濱
吉
達
也
さ
ん（
経
済
学
部
３
年
）。
授

業
の
設
定
は
高
校
の
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
教
科
で

１０
分
間
の
模
擬
授
業
だ
。

　
「
起
立
！
」
と
い
う
声
が
懐
か
し
く
聞
こ
え

る
。
大
学
に
は
な
い
習
慣
に
身
が
引
き
締
ま
っ

た
。
教
師
役
は
挙
手
も
促
し
、
は
き
は
き
と
し

た
声
が
飛
び
交
う
賑
や
か
な
空
間
が
広
が
っ
た
。

こ
こ
ま
で
で
も
活
動
と
し
て
は
十
分
な
ほ
ど
だ

が
、
驚
く
な
か
れ
こ
こ
か
ら
が
「
教
師
の
た
ま

ご
」
の
真
髄
。
代
表
の
言
葉
と
と
も
に
「
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
」
と
い
う
も
の
が
始
ま
っ
た
。
内

容
と
し
て
は
指
名
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
が
担
当
者

に
、
授
業
の
改
善
点
や
評
価
で
き
る
点
に
つ
い

て
本
音
を
交
え
な
が
ら
伝
え
る
と
い
う
も
の
。

皆
ち
ゅ
う
ち
ょ
な
く
発
言
す
る
が
、
文
章
で
伝

え
る
に
は
難
し
い
空
気
感
が
流
れ
る
。
多
様
な

意
見
が
聞
こ
え
る
が
、
全
員
の
発
言
を
見
直
し

て
み
る
と
、
一
貫
し
て
共
通
す
る
こ
と
は
“
生

徒
か
ら
の
目
線
を
一
番
大
切
に
し
て
い
る
”
と

い
う
点
だ
。
教
師
に
な
る
う
え
で
一
番
大
事
な

こ
と
を
全
員
が
心
得
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
う

い
っ
た
姿
を
見
て
、
他
に
は
な
い
意
識
の
高
さ

を
感
じ
た
。

　

こ
の
日
の
曜
日
代
表
に
あ
た
っ
て
い
る
松
井

英
城
さ
ん
は
「
こ
の
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て
圧
倒

的
に
知
識
量
が
増
え
た
。
も
し
こ
の
サ
ー
ク
ル

に
出
会
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
っ
た
ら
不
安
。

今
後
教
師
を
目
指
す
上
で
は
、
何
に
お
い
て
も

学
び
続
け
る
こ
と
を
大
事
に
し
た
い
」
と
、
教

師
の
た
ま
ご
で
の
更
な
る
向
上
を
語
っ
た
。
教

師
を
目
指
す
下
級
生
に
は
「
生
徒
に
魅
力
を
感

じ
て
も
ら
う
た
め
に
は
人
間
と
し
て
の
成
長
が

大
切
。
教
職
の
勉
強
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
ん
な

経
験
を
積
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
ア
ド
バ
イ

ス
。
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
器
量
が
垣
間
見
え
た
。

　

取
材
を
通
し
て
、
同
じ
学
生
と
は
思
え
な
い

ほ
ど
の
大
き
な
可
能
性
を
彼
ら
か
ら
感
じ
た
。

今
後
の
彼
ら
に
よ
る
本
学
の
教
師
の
排
出
躍
進

に
は
要
注
目
だ
！

　
　
　
（
ペ
ン
＝
鉢
上
、

Ｐ
ｈ
ｏ
ｔ
ｏ
＝
森
本
・
藤
田
・
三
宅
）

　

本
学
に
は
、
就
職
活
動
対
策
を
す
る
「
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
サ
ー
ク
ル
」
が
あ
る
。
５
月
１
日（
火
）、

そ
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
サ
ー
ク
ル
で
活
動
し
て
い

る
金
井
克
磨
さ
ん（
経
済
学
部
４
年
）、
岡
田
学

（
さ
と
る
）さ
ん（
経
営
学
部
４
年
）、
金
森
有
希
菜

さ
ん（
経
済
学
部
４
年
）に
取
材
を
行
っ
た
。

　

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
サ
ー
ク
ル
と
は
、
就
職
活

動
で
学
ん
だ
こ
と
や
大
切
な
こ
と
を
後
輩
に
発

信
す
る
と
い
う
目
的
で
、
昨
年
５
月
に
発
足
し

た
サ
ー
ク
ル
だ
。
実
際
の
活
動
と
し
て
は
、
本

　

大
学
の
ダ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
は
数
少
な
い
。
理

由
は
す
ぐ
に
廃
部
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多

い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
年
で
９
年
目
を

迎
え
る
長
寿
ダ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
が
あ
る
。

　

５
月
７
日（
月
）ダ
ー
ツ
の
サ
ー
ク
ル「K-Flight

」

を
取
材
し
た
。
現
在
は
２
、３
年
生
２２
名
で
区
内

に
あ
るDarts Bar Break

を
貸
し
切
り
に
し
て

練
習
を
し
て
い
る
。
基
本
的
な
勝
負
と
し
て
は

１
回
に
３
投
行
い
、
刺
さ
っ
た
場
所
で
得
点
が

決
定
し
、
点
数
の
高
い
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
勝
ち
と

な
る
。
そ
の
中
で
、
野
球
投
げ
の
禁
止
や
プ
レ

　春とともに訪れた新学期。皆新たな

目標を掲げ、それぞれの大学生活をス

タートさせる。そんな学生生活に欠か

せないサークル活動。その中でも一際

目を引く学生たちに焦点をあてた。

　
「Play Links

」
は
、
バ
レ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
、
フ
ッ
ト
サ
ル
を
行
っ
て
い
る
サ
ー
ク

ル
。
最
近
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
始
め
た
そ
う
で
、

主
に
東
淀
川
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
も
し
く
は
フ

ッ
ト
サ
ル
場
で
活
動
し
て
い
る
。
サ
ー
ク
ル
メ

ン
バ
ー
数
は
５５
人
だ
が
、
実
際
活
動
し
て
い
る

の
は
約
２０
人
で
、
男
子
が
８
割
、
女
子
が
２
割

と
い
っ
た
参
加
率
で
あ
る
。

　

１
年
生
の
サ
ー
ク
ル
体
験
で
は
、
１
２
０
人

ほ
ど
集
ま
っ
た
そ
う
だ
が
、
入
部
し
た
の
は
２

割
く
ら
い
。
ま
だ
発
足
し
て
５
年
と
い
う
こ
と

な
の
で
、
こ
れ
か
ら
人
数
が
増
え
て
行
く
だ
ろ

う
な
と
私
は
思
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
サ
ー
ク

ル
の
雰
囲
気
は
と
て
も
良
い
。
久
し
振
り
に
参

加
し
た
人
に
も
「
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

な
ど
と
声
か
け
を
し
て
い
て
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
環
境
で
あ
る
。
が
っ
つ
り
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て

い
る
の
で
は
と
思
っ
た
が
話
を
聞
く
と
、
体
育

の
授
業
の
延
長
上
の
よ
う
な
も
の
ら
し
い
。

　

サ
ー
ク
ル
に
入
っ
た
ら
、
バ
イ
ト
に
行
く
時

間
が
な
く
な
る
か
も
、
勉
強
す
る
時
間
が
な
く

な
る
か
も
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
と
思
う
。
だ
が
、

こ
のPlay Links

の
活
動
は
月
１
か
ら
２
回
ほ
ど

で
、
頻
繁
に
活
動
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

仲間と一緒に 学生生活を彩ろう！

　学生広報隊も結成から3年目となりました。
新メンバー9名が加わり、総数20名で学生目
線の広報を展開していきます。

学生広報隊に　　
新しいメンバー
が増えました！

さらに

●萩森 仁（経済学部3年）
 多くの皆様に的確な情報をお伝えできるように頑
張ります。そして広報で培ったことを将来に活か
したいです。

●堀内 豪平（人間科学部3年）
 今年から広報隊に参加しました。この活動を通し
て大学生活をより良いものにしていきたいです。

●小檜山 真也（情報社会学部2年）
 大経大の広報活動に役立てるように課外活動、特
にZEMI-1グランプリのPRを頑張ります！

●島 瑞希（経済学部1年）
 まだまだ未熟ですが、精一杯学校を盛り上げられ
る様頑張ります！

●藤田 美香麗（経済学部1年）
 ゆるキャラ大好きです！
 よろしくお願い致します！
●立花 瑠奈（情報社会学部1年）
 学生広報隊として、楽しく自分らしく大経大の広
報活動をしていこうと思います。

●中井 瑞季（情報社会学部1年）
 新入部員の中井です！このような活動は初めてな
のですが一生懸命頑張りますのでよろしくお願い
します！

●仲村 良（情報社会学部1年）
 まだ大経大に入学して数ヶ月ですが、それを活か
した新入生ならではの目線で大経大のいろんなこ
とをお届けしていきます！

●三宅 佳織（人間科学部１年）
 学生広報隊での活動を楽しみつつ、学生目線から
大経大の魅力や新たな発見を発信していきたいで
す。活動を通して成長するため頑張ります。

学
で
行
わ
れ
て
い
る
産
業
セ
ミ
ナ
ー
の
運
営
補

助
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、「
色
々
な

企
業
の
講
演
会
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
就
職
活
動
の
時
に
企
業
を
早
く
か
ら
選
び
や

す
い
」
と
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
サ
ー
ク
ル
な
ら
で

は
の
強
み
を
語
っ
て
い
た
。
ま
た
そ
の
際
、
企

業
の
担
当
者
と
接
す
る
機
会
も
多
く
あ
り
、
就

職
活
動
で
大
切
な
人
と
人
と
の
繋
が
り
も
、
幅

広
く
作
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
の
他
に
も
、
今
後
の
予
定

と
し
て
、
卒
業
し
た
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の
方
々
を
招

い
て
企
業
の
情
報
を
知
る
懇
親
会
を
実
施
す
る

こ
と
や
、
本
学
を
代
表
し
て
企
業
訪
問
を
行
い
、

得
ら
れ
た
企
業
情
報
を
大
経
大
生
に
向
け
て
発

信
し
て
い
く
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
そ
う
だ
。

　

こ
の
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て
自
身
が
成
長
し
た

と
思
っ
た
こ
と
は
、「
サ
ー
ク
ル
で
は
産
業
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
で
、
練
習
で
は
な
く
実
際
に
名
刺
交

換
な
ど
を
す
る
。
練
習
で
は
わ
か
ら
な
い
緊
張

感
の
中
で
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
、

自
分
自
身
の
成
長
に
も
繋
が
っ
た
」
と
岡
田
さ

ん
は
語
る
。
ま
た
、
金
森
さ
ん
も
「
知
識
と
経

験
は
違
う
。『
知
っ
て
い
る
か
ら
で
き
る
』
の
で

は
な
く
『
で
き
る
か
ら
で
き
る
』　

の
で
あ
っ

て
、
そ
の
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
経
験
を
、

こ
の
サ
ー
ク
ル
で
積
む
こ
と
が
で
き
た
」
と
自

ら
の
思
い
も
交
え
語
っ
た
。

　

最
後
に
代
表
の
金
井
さ
ん
か
ら
「
社
会
人
に

な
っ
て
も
大
切
な
こ
と
は
や
は
り
人
間
力
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
。
そ
の
よ
う
な
力
を
こ

の
サ
ー
ク
ル
で
培
え
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
と
思

う
」
と
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
サ
ー
ク
ル
の
強
み
を

熱
く
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　

１
、２
年
生
の
部
員
も
大
募
集
し
て
い
る
と
の

こ
と
な
の
で
、
就
職
活
動
が
気
に
は
な
る
け
ど

何
か
ら
手
を
付
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
と
い
う
人

も
、
ま
ず
は
一
度
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が

だ
ろ
う
か
。

（
ペ
ン
＝ 

仲
村
、
Ｐ
ｈ
ｏ
ｔ
ｏ
＝
森
本
）

Battle Ground0305

01

02

04

K
-Flight

Play Links安
部
慶
一
元
代
表（
経
営
学
部

４
年
）に
話
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、「
バ
イ
ト

が
忙
し
く
て

も
ス
ポ
ー
ツ

が
で
き
る
サ
ー
ク
ル
を
探
し

て
た
の
で
、
ち
ょ
う
ど
よ
い
サ

ー
ク
ル
を
見
つ
け
た
」
と
話
し
た
。
橋
本

朋
哉
副
代
表（
経
済
学
部
３
年
）に
も
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
行
い
、「
普
段
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
機
会
が

な
い
か
ら
、
た
ま
に
で
き
る
の
が
楽
し
い
！
大

学
の
講
義
で
は
、
体
育
の
授
業
が
選
択
な
の
で
、

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
機
会
少
な
い
、
部
活
で
ガ
ッ

ツ
リ
練
習
す
る
の
で
は
な
く
、
た
ま
に
と
い
う

と
こ
ろ
が
ポ
イ
ン
ト
だ
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　

Play Links

の
合
宿
は
、
夏
と
冬
に
各
１
回
、

行
っ
て
い
て
、
夏
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
。
体
育
館

を
借
り
て
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
そ
う
だ
が
、
合
宿

費
は
、
な
る
べ
く
安
く
抑
え
る
た
め
関
西
圏
で

行
う
ら
し
い
。

　

ま
た
大
学
の
入
試
で
講
義
が
休
講
の
際
に
、

朝
か
ら
夜
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
仲
間
た
ち
と

楽
し
む
の
が
恒
例
だ
そ
う
だ
。

（
ペ
ン
＝
塚
本
、
Ｐ
ｈ
ｏ
ｔ
ｏ
＝
植
田
・
松
野
）

　

４
月
２６
日（
木
）本
学
唯
一
の
ダ
ン
ス
サ
ー
ク

ル
「Battle Ground

」
を
直
撃
し
た
。

　

Battle Ground

は
Ｊ
館
と
Ｅ
館
の
狭
い
ス
ペ

ー
ス
で
建
物
の
ガ
ラ
ス
面
を
利
用
し
、
１５
時
か

ら
２１
時
ま
で
週
５
日（
日
・
火
を
除
く
）活
動
を

し
て
い
る
。
現
在
２
、３
年
生
合
計
７９
人
で
７
月

に
あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
大
樟
祭

等
、
１
年
を
通
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
に

日
々
練
習
に
励
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
９
つ
の

ジ
ャ
ン
ル
別
、
個
人
練
習
で
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意

分
野
の
強
化
に
も
努
め
て
い
る
。

　

こ
の
日
は
Ａ
館
の
フ
レ
ア
ホ
ー
ル
で
、
新
入

生
歓
迎
会
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
っ
て
い
た
。
舞

台
上
で
各
グ
ル
ー
プ
１
パ
ー
ト
ず
つ
演
技
を
行

い
、
立
ち
位
置
や
流
れ
を
把
握
し
て
本
番
に
向

け
て
入
念
に
確
認
し
て
い
た
。
踊
る
だ
け
で
は

な
い
。
Ｍ
Ｃ
や
照
明
等
の
舞
台
裏
ま
で
が
部
員

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
細
か
な
指

導
ま
で
も
徹
底
さ
れ
て
い
た
。
大
人
数
な
が
ら
、

成
功
さ
せ
よ
う
と
い
う
思
い
が
ひ
し
ひ
し
と
伝

わ
る
。
こ
の
サ
ー
ク
ル
は
一
般
的
な
ダ
ン
ス
サ

ー
ク
ル
と
は
違
う
。
メ
ン
バ
ー
全
員
が
１
つ
の

家
族
と
い
う
意
識
で
活
動
し
て
い
る
。
サ
ー
ク

ル
の
様
子
は
非
常
に
明
る
い
。
グ
ル
ー
プ
の
リ

ー
ダ
ー
は
「
楽
し
く
」「
仲
良
く
」
そ
し
て
、
メ

ン
バ
ー
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
す
る
心
地
の
良

い
環
境
を
作
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
そ
う
で
、

そ
れ
ぞ
れ
が
仲
間
と
の
関
係
を
重
要
視
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
た
。
こ
の
温
か
い
環
境
が
グ
ル

ー
プ
の
輪
を
深
め
て
、
団
結
力
を
強
め
て
い
る
。

　

サ
ー
ク
ル
の
状
況
を
主
将
の
北
由
里
佳
さ
ん

（
経
営
学
部
３
年
）に
話
を
聞
い
た
。「
雰
囲
気

は
、
３
年
生
は
の
ん
び
り
し
て
い
る
け
ど
、
２

年
生
は
や
る
気
の
あ
る
子
が
多
く
頑
張
っ
て
い

る
。
全
体
と
し
て
は
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
サ
ー
ク

ル
で
、
授
業
も
皆
で
と
っ
た
り
し
て
い
る
と
大

学
生
活
の
す
べ
て
が
サ
ー
ク
ル
と
い
う
感
じ
で
、

ダ
ン
ス
に
も
取
り
組
み
や
す
い
。
将
来
の
チ
ー

ム
像
は
、
そ
れ
ぞ
れ
や
る
気
に
差
が
あ
る
の
で
、

み
ん
な
が
や
る
気
を
出
す
よ
う
に
気
持
ち
を
ま

と
め
て
ス
キ
ル
を
上
げ
、
さ
ら
に
絆
を
深
め
て

楽
し
く
や
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　

次
の
キ
ャ
ン
パ
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
向
け
て
、

今
以
上
の
団
結
力
を
作
り
上
げ
る
！

（
ペ
ン
＝
森
本
、
Ｐ
ｈ
ｏ
ｔ
ｏ
＝
塚
本
・
松
野
）

大家族ダンスサークル!

ー
中
に
声
を
か
け
て

は
い
け
な
い
等
、
ル

ー
ル
と
マ
ナ
ー
も
徹

底
さ
れ
て
い
る
。
本
サ
ー
ク
ル
は
プ
ロ
選
手
も

輩
出
し
て
お
り
、
将
来
プ
ロ
を
目
指
す
人
も
多

く
所
属
し
て
い
る
。
現
在
は
若
手
ダ
ー
ツ
プ
レ

イ
ヤ
ー
の
登
竜
門
で
あ
る
Ｕ
―
２２
ソ
フ
ト
ダ
ー

ツ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
向
け
て
投
げ
込
み
に
励
み
、

６
月
１０
日（
日
）の
「
Ｂ
Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｓ
心
斎
橋
」
の

予
選
会
に
臨
ん
だ
。

　

今
回
は
チ
ー
ム
の
主
将
で
あ
る
米
田
明
哉
伽

さ
ん（
経
営
学
部
３
年
）に
話
を
聞
い
た
。
楽
し

く
活
動
す
る
こ
と
を
主
に
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル

で
あ
る
。
毎
年
行
っ
て
い
る
合
宿
で
は
、「
ダ
ー

ツ
の
旅
」
と
称
し
て
、
日
本
地
図
に
ダ
ー
ツ
を

投
げ
当
て
た
土
地
へ
足
を
運
び
、
仲
間
と
の
絆

を
深
め
て
い
る
。「
合
宿
で
は
、
遊
び
な
ど
で
の

交
流
を
メ
イ
ン
で
活
動
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
で

仲
が
深
ま
り
、
ダ
ー
ツ
の
熱
が
上
が
っ
て
い
る

人
や
プ
ロ
に
な
り
た
い
と
い
っ
て
く
れ
る
人
も

い
ま
し
た
」
と
話
す
。
過
去
２
年
で
は
富
山
県
、

静
岡
県
を
訪
れ
た
そ
う
だ
。
ま
た
、
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
を
勝
ち
抜
く
と
決
勝
大
会
で
東
京
へ
行
く

こ
と
も
あ
る
。
初
心
者
が
多
い
と
い
う
こ
の
サ

ー
ク
ル
だ
が
、「
み
ん
な
未
経
験
か
ら
始
め
て
い

る
の
で
、
こ
れ
か
ら
始
め
た
い
人
も
心
配
な
く

楽
し
く
始
め
ら
れ
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
「
ダ
ー
ツ

の
世
界
でK-Flight

を
知
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が

増
え
る
と
う
れ
し
い
。
そ
し
て
プ
ロ
選
手
も
多

く
輩
出
で
き
た
ら
う
れ
し
い
で
す
」
と
意
気
込

み
を
語
っ
た
。
多
く
の
旅
や
交
流
を
積
み
重
ね
、

日
本
一
強
い
ダ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
を
目
指
す
！

（
ペ
ン
＝
森
本
、
Ｐ
ｈ
ｏ
ｔ
ｏ
＝ 

中
井
）

教
師
の
た
ま
ご

就職活動の強い味方！

アットホームで

束の間のスポーツ！ 日本一の

ダーツサークルをめざす!

目指せ教師！

キャリアアップサークル

魅力的
な

サーク
ル満載

！
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■
世
界
の
現
実
を
知
り
、

　

日
本
を
再
発
見
し
た
い

　

関
西
、
日
本
を
海
外
か
ら
観
る

こ
と
で
視
野
を
広
げ
、
リ
ア
ル
な

現
地
の
姿
を
知
り
た
い
と
い
う
気

持
ち
か
ら
、
中
国
で
の
海
外
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
。
自
分
が

現
地
の
皆
さ
ん
に
何
を
提
供
で
き

る
か
と
考
え
、
日
本
語
ネ
イ
テ
ィ

ブ
の
強
み
を
生
か
せ
る
日
本
語
講

師
と
い
う
職
種
を
選
択
し
ま
し
た
。

■
１
２
０
名
を
相
手
に

　

日
本
語
を
指
導

　

現
地
で
は
、
時
に
は
大
講
義
室

で
１
２
０
名
と
い
う
大
人
数
の
授

業
も
経
験
。
学
生
の
興
味
を
惹
き

続
け
る
こ
と
に
苦
心
し
ま
し
た
が
、

お
か
げ
で
す
っ
か
り
度
胸
が
つ
き

ま
し
た
。
漫
画
や
ア
ニ
メ
の
話
題

を
取
り
入
れ
た
授
業
は
特
に
好
評

で
し
た
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
ず
っ

と
外
国
語
で
交
流
し
続
け
る
の
は

非
常
に
疲
れ
ま
す
。
し
か
し
、
中

国
人
学
生
や
ア
ジ
ア
、
欧
米
か
ら

集
ま
っ
た
留
学
生
た
ち
の
頑
張
る

姿
に
接
す
る
こ
と
で
、
意
欲
が
か

き
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

■
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
に

　

自
信

　

瞬
く
間
の
１
ヶ
月
で
し
た
が
、

こ
の
経
験
を
通
じ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
に
相
当
自
信
が
も

て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

は
「
日
本
と
中
国
の
交
流
の
架
け

橋
に
な
る
」
と
い
う
大
目
標
に
向

か
い
、
学
生
時
代
の
後
半
を
有
意

義
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

２
年
生
の
春
休
み
を
生
か
し
て
海
外
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
に
挑
戦
し
た
田
中
さ
ん
。
手
ご
た
え

や
帰
国
後
の
意
識
の
変
化
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

社会人としての意識と姿勢

2017年度卒業生の主な就職先

長期有償型インターンシップ成果発表会

建設業
株式会社カシワバラ・コーポレーション、セキスイハイム近畿株式会社、
積水ハウス株式会社、大鉄工業株式会社、太平電業株式会社、大豊
建設株式会社、大和ハウス工業株式会社、髙松建設株式会社、日本建
設株式会社、一建設株式会社、株式会社長谷工リフォーム、パナソニ
ックリフォーム株式会社、株式会社ピーエス三菱、株式会社フジタ

製造業
アイリスオーヤマ株式会社、アサヒビール株式会社、アマノ株式会社、
有光工業株式会社、アルインコ株式会社、イオンフードサプライ株式
会社、一正蒲鉾株式会社、岩谷瓦斯株式会社、永大産業株式会社、
エスケー化研株式会社、株式会社エフピコ、大阪シーリング印刷株式
会社、岡部株式会社、株式会社オカムラ、株式会社カクダイ、株式会
社加藤製作所、川田工業株式会社、関包スチール株式会社、共同印
刷西日本株式会社、極東開発工業株式会社、株式会社キングジム、
ケイミュー株式会社、KYB-YS株式会社、高圧ガス工業株式会社、
株式会社ゴールドウイン、株式会社鼓月、佐川印刷株式会社、サトー
ホールディングス株式会社、ザ・パック株式会社、三甲株式会社、三
和シヤッター工業株式会社、CKD株式会社、株式会社JSP、敷島製
パン株式会社、シノブフーズ株式会社、株式会社ジュン、スズキ株式
会社、大光電機株式会社、株式会社ダイヘン、株式会社タカギ、タカ
ラスタンダード株式会社、立川ブラインド工業株式会社、タツタ電線
株式会社、株式会社TANA-X、株式会社ツムラ、THK株式会社、株
式会社寺岡精工、寺崎電気産業株式会社、トーカロ株式会社、トー
ソー株式会社、株式会社トッパンTDKレーベル、鳥居薬品株式会社、
株式会社トンボ、ナカバヤシ株式会社、ナカライテスク株式会社、ニ
チアス株式会社、ニッタン株式会社、日東工業株式会社、日本食研
ホールディングス株式会社、株式会社日本デジタル研究所、日本ペイ
ント株式会社、株式会社ノーリツ、株式会社ファイブフォックス、福
助工業株式会社、株式会社フジキン、富士通株式会社、フジテック株
式会社、プライムデリカ株式会社、フルサト工業株式会社、株式会社
ブルボン、ホーチキ株式会社、北越工業株式会社、北陸コカ・コーラ
ボトリング株式会社、株式会社マキタ、丸井産業株式会社、水戸工業
株式会社、株式会社ミマキエンジニアリング、株式会社ミルボン、モ
リ工業株式会社、山崎製パン株式会社、吉野石膏株式会社、わらべ
や日洋株式会社

情報通信業
アイエックス・ナレッジ株式会社、ITX株式会社、株式会社アルファシ
ステムズ、株式会社ヴィンクス、株式会社NSD、NCS&A株式会社、
エヌ・ティ・ティ・システム開発株式会社、兼松コミュニケーションズ
株式会社、関電システムソリューションズ株式会社、株式会社 サイネ
ックス、株式会社システナ、株式会社ソフトウェア・サービス、日経
メディアマーケティング株式会社、株式会社日立システムズパワーサ
ービス、富士ソフト株式会社、株式会社マイナビ、三菱総研DCS株
式会社、株式会社よしもとブロードエンタテインメント、株式会社 ytv 
Nextry

運輸業
アートコーポレーション株式会社、株式会社エーアイテイー、花王ロ
ジスティクス株式会社、近畿日本鉄道株式会社、鴻池運輸株式会社、
株式会社サカイ引越センター、佐川急便株式会社、センコー株式会
社、東京急行電鉄株式会社、トーウンサービス株式会社、南海電気
鉄道株式会社、西日本旅客鉄道株式会社、日通NECロジスティクス
株式会社、日通・パナソニックロジスティクス株式会社、日本梱包運
輸倉庫株式会社、日本通運株式会社、阪急電鉄株式会社、東日本旅
客鉄道株式会社、福山通運株式会社、名鉄運輸株式会社、ヤマト運
輸株式会社

卸売業
旭食品株式会社、アシックスジャパン株式会社、株式会社あらた、伊
丹産業株式会社、伊藤忠丸紅特殊鋼株式会社、因幡電機産業株式会
社、井上定株式会社、ウメトク株式会社、英和株式会社、AGC硝子
建材株式会社、エコートレーディング株式会社、株式会社エスエスケ
イ、オーウエル株式会社、株式会社大塚商会、株式会社大西、オザ
ックス株式会社、貝印株式会社、加藤産業株式会社、株式会社カナ
デン、北恵株式会社、キヤノンシステムアンドサポート株式会社、旭
洋株式会社、清原株式会社、株式会社クボタ建機ジャパン、株式会
社ケーエスケー、国分西日本株式会社、小西医療器株式会社、佐藤
金属株式会社、株式会社三景、サンコーインダストリー株式会社、株
式会社三笑堂、サントリービバレッジサービス株式会社、サンワテク
ノス株式会社、資生堂ジャパン株式会社、ジャペル株式会社、新生
紙パルプ商事株式会社、杉本商事株式会社、株式会社スミノエ、泉
州電業株式会社、株式会社第一興商、ダイキンエアテクノ株式会社、
ダイキン・コンシューマ・マーケティング株式会社、ダイキンHVACソ
リューション近畿株式会社、大興物産株式会社、ダイドー株式会社、
ダイトロン株式会社、ダイワボウ情報システム株式会社、株式会社髙
山、株式会社たけでん、株式会社千代田組、月星商事株式会社、株
式会社TDモバイル、株式会社テクノアソシエ、株式会社デザインアー
ク、株式会社ドウシシャ、東芝コンシューママーケティング株式会社、
株式会社トゥモローランド、トーホーグループ、株式会社トーヨータイ
ヤジャパン、株式会社NaITO、中日本フード株式会社、西川リビング
株式会社、株式会社日伝、株式会社日興商会、日清医療食品株式会
社、株式会社日本アクセス、日本管材センター株式会社、日本機材株
式会社、阪和工材株式会社、株式会社光アルファクス、富士ゼロック
ス大阪株式会社、富士フイルムメディカル株式会社、フジモトHD株
式会社、マツモト産業株式会社、丸文株式会社、萬世電機株式会社、
三菱電機住環境システムズ株式会社、ミドリ安全株式会社、宮野医
療器株式会社、株式会社モリタ、株式会社モンベル、八洲電機株式
会社、ヤチヨコアシステム株式会社、山文商事株式会社、株式会社山
星屋、株式会社やよい、ヤンマーアグリジャパン株式会社、UCC上島
珈琲株式会社、ユーシーシーフーヅ株式会社、横浜冷凍株式会社、
リコージャパン株式会社、リック株式会社、リックス株式会社、株式
会社リョーサン、リリカラ株式会社、株式会社ワキタ、渡辺パイプ株
式会社

小売業
青山商事株式会社、株式会社アダストリアホールディングス、イオン
リテール株式会社、ウエルシア薬局株式会社、株式会社エディオン、
エネクスフリート株式会社、株式会社オークワ、株式会社関西スーパ
ーマーケット、株式会社クスリのアオキ、コーナン商事株式会社、株
式会社コスモス薬品、株式会社コナカ、株式会社コメリ、株式会社し
まむら、上新電機株式会社、株式会社スギ薬局、生活協同組合コー
プこうべ、株式会社セブン-イレブン・ジャパン、総合メディカル株式
会社、株式会社大創産業、株式会社ティーガイア、株式会社阪急オ
アシス、株式会社ファミリーマート、株式会社平和堂、株式会社万代、
株式会社やまや、株式会社ヨドバシカメラ、株式会社ライフコーポレ
ーション、株式会社ローソン、株式会社ワールドストアパートナーズ

金融・保険業
あいおいニッセイ同和損害保険株式会社、株式会社青森銀行、尼崎
信用金庫、株式会社阿波銀行、淡路信用金庫、株式会社池田泉州銀
行、いちよし証券株式会社、岩井コスモ証券株式会社、永和信用金
庫、エース証券株式会社、大阪協栄信用組合、大阪厚生信用金庫、
大阪シティ信用金庫、大阪商工信用金庫、大阪信用金庫、大阪貯蓄
信用組合、大阪府医師信用組合、岡三証券株式会社、株式会社オリ
エントコーポレーション、オリックス銀行株式会社、株式会社香川銀

行、株式会社関西アーバン銀行、北おおさか信用金庫、きのくに信用
金庫、京都中央信用金庫、株式会社近畿大阪銀行、近畿産業信用組
合、株式会社近畿しんきんカード、近畿労働金庫、成協信用組合、
損害保険ジャパン日本興亜株式会社、第一生命保険株式会社、株式
会社大正銀行、玉島信用金庫、但陽信用金庫、株式会社中国銀行、
株式会社鳥取銀行、株式会社トマト銀行、トヨタファイナンス株式会
社、中兵庫信用金庫、奈良県信用保証協会、奈良中央信用金庫、日
新信用金庫、播州信用金庫、姫路信用金庫、株式会社百十四銀行、
兵庫県信用保証協会、兵庫信用金庫、福井信用金庫、丸三証券株式
会社、株式会社三重銀行、株式会社みなと銀行、明治安田生命保険
相互会社、株式会社山口フィナンシャルグループ、株式会社りそな銀
行、和歌山県医師信用組合

不動産業
株式会社MDI、サンヨーホームズ株式会社、住友不動産販売株式会
社、積和不動産関西株式会社、大和リビング株式会社、東急リバブ
ル株式会社、三井不動産リアルティ株式会社

飲食店・宿泊業
株式会社あきんどスシロー、大阪ヒルトン株式会社、株式会社スーパ
ーホテル、株式会社すかいらーく、株式会社ロイヤルホテル

医療・福祉
和泉市立総合医療センター、社会福祉法人天王福祉会、パナソニック
エイジフリー株式会社、株式会社ハマノコンタクト、社会福祉法人福
祥福祉会

教育・学習支援業
尼崎市立尼崎双星高等学校、宇治市立南部小学校、大阪市立扇町総
合高等学校、大阪府立東住吉支援学校、岡山県立笠岡商業高等学校、
小野市立小野南中学校、岸和田市立産業高等学校、学校法人玉田学
園、兵庫県立神戸商業高等学校、大和高田市立高田商業高等学校

複合サービス業
大阪市農業協同組合、大阪中河内農業協同組合、大阪北部農業協同
組合、大阪南農業協同組合、岡山市農業協同組合、香川県農業協同
組合、加古川市南農業協同組合、北びわこ農業協同組合、紀北川上
農業協同組合、京都市農業協同組合、丹波ささやま農業協同組合、
津山農業協同組合、奈良県農業協同組合、日本郵便株式会社、兵庫
西農業協同組合、兵庫六甲農業協同組合、わかやま農業協同組合

サービス業
アイ・ケイ・ケイ株式会社、株式会社アクティオ、株式会社アド・ダイ
セン、株式会社ウィルグループ、株式会社エイチ・アイ・エス、株式会
社エス・ティー・ワールド、MXモバイリング株式会社、小野商工会議
所、株式会社学情、関西アーバン銀リース株式会社、関西東芝エンジ
ニアリング株式会社、株式会社神戸新聞事業社、コマツレンタル株式
会社、JA三井リース株式会社、税理士法人ジェイエスケー、株式会
社スタッフサービス、太陽建機レンタル株式会社、大和リース株式会
社、株式会社ダスキン、株式会社ディアーズ・ブレイン、東洋テック株
式会社、株式会社トーカイ、西尾レントオール株式会社、株式会社日
本経済廣告社、一般社団法人日本自動車連盟、日本年金機構、株式
会社日本旅行、株式会社白洋舎、東山産業株式会社、福山商工会議
所、株式会社船井総合研究所、株式会社ベストブライダル、株式会社
ユー・エス・ジェイ、吉忠マネキン株式会社、株式会社ラウンドワン、
株式会社リログループ、ワタキューセイモア株式会社

公務
尼崎市消防局、有田市役所、大阪市消防局、大阪府警察本部、香
川県警察本部、加古川市消防本部、京丹後市役所、京都府警察本
部、警視庁、高知県警察本部、国税局、堺市消防局、自衛隊、龍
郷町役場、兵庫県警察本部、兵庫県庁、法務省大阪矯正管区、和
歌山市役所

海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
視
野
を
広
げ
た
!

〜
中
国
の
教
育
機
関
で
日
本
語
講
師
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
〜

●アルバイトではできない経験が
できると思い応募した。ホテル業
界に華やかなイメージを持ってい
たが、地味な仕事が多く驚いた。
課題を見つけて自分から行動する
ことを学んだ。この経験を今後の
就職活動で生かしたい。

曽
奈
翔
太
さ
ん

　（
情
報
社
会
学
部
2
年
）

●ホテル業界に興味があった。ル
ームサービスやエグゼクティブラ
ウンジの仕事を体験し、ホテルの
仕事に対する理解が深まった。主
体性が強まり自分に足りないもの
を見つけられた。今後は欠点を改
善し、めざす道を見つけたい。

馬
場
奈
都
子
さ
ん

　（
経
済
学
部
3
年
）

田
中
悠
基
さ
ん（
経
営
学
部
3
年
）

　
期
　
間
＝
２
０
１
８
年
2
月
か
ら
約
1
ヶ
月

　
派
遣
先
＝
上
海
工
商
技
術
学
院
商
務
日
本
語
学
科

●所属クラブの先輩に勧められて
応募した。受け身な性格なので、
現場では、指示を待つのではなく
自分自身で考えて動いていった。
最後に積極性を評価してもらえて
嬉しかった。大学生活でも自分の
考えを持ち行動していきたい。

和
田
勝
人
さ
ん

　（
経
済
学
部
2
年
）

●ホテルやブライダル業界に興味
があった。ルームサービスとベル
スタッフを中心に体験したが、イ
メージとは違い細かい対応が必要
とわかった。何事も経験しないと
わからない。いろいろ経験して自
分に合った仕事を見つけたい。

藤
原
智
奈
津
さ
ん

　（
経
営
学
部
3
年
）

　

本
学
初
め
て
の
試
み
と
な
る
３
ヶ

月
間
の
「
長
期
有
償
型
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
」
が
、
昨
年
１０
月
１
日
か
ら

１２
月
３１
日
ま
で
、
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ホ

テ
ル
大
阪
で
実
施
さ
れ
、
５
名
の
学

生
が
参
加
。
最
終
課
題
の
「
成
果
発

表
会
」
が
、
２
月
８
日（
木
）に
行
わ

れ
た
。

　

長
期
有
償
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
目
的
は
、「
社
会
人
基
礎
力
を
意
識

づ
け
、
主
体
的
に
取
り
組
む
姿
勢
を

身
に
つ
け
る
こ
と
」。
説
明
会
に
参
加

し
た
４０
名
の
う
ち
１１
名
が
応
募
し
、

５
名
の
学
生
が
選
抜
さ
れ
た
。
そ
し

て
３
ヶ
月
間（
週
３
日
以
上
勤
務
）に

わ
た
り
、
事
前
に
各
自
が
設
定
し
た

目
標
を
意
識
し
な
が
ら
、
サ
ー
ビ
ス

部
門
や
レ
ス
ト
ラ
ン
部
門
な
ど
で
実

習
、
単
位
付
与
は
な
い
が
、
ウ
ェ
ス

テ
ィ
ン
ホ
テ
ル
大
阪
の
規
約
に
沿
っ

た
給
与
が
支
払
わ
れ
た
。

　

成
果
発
表
会
で
は
、
馬
場
奈
都
子

さ
ん（
経
済
学
部
３
年
）、
藤
原
智
奈

津
さ
ん（
経
営
学
部
３
年
）、
和
田
勝

人
さ
ん（
経
済
学
部
２
年
）、
曽
奈
翔

太
さ
ん（
情
報
社
会
学
部
２
年
）の
４

名
が
、
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

応
募
し
た
動
機
や
目
標
、
仕
事
内
容
、

自
身
の
成
長
、
今
後
の
課
題
な
ど
に

つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。
続

い
て
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ホ
テ
ル
大
阪 

人

事
部
課
長
の
植
村
守
氏
が
、
５
名
の

就
労
を
振
り
返
り
、「
最
初
は
不
安
だ

っ
た
が
、
現
場
の
評
価
は
高
か
っ
た
。

社
会
で
は
希
望
す
る
仕
事
に
就
け
な

い
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
与
え
ら
れ
た

仕
事
で
頑
張
っ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
、

チ
ャ
ン
ス
が
巡
っ
て
く
る
。
皆
さ
ん

の
報
告
を
聞
い
て
成
長
が
実
感
で
き
、

涙
が
出
る
ほ
ど
嬉
し
か
っ
た
。
今
後

も
積
極
的
に
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を

し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
講
評
、

激
励
し
た
。

China
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黒
正
塾 

第
１６
回
春
季
歴
史

講
演
会（
主
催
／
大
阪
経
済
大

学
日
本
経
済
史
研
究
所
）が
、

５
月
１２
日（
土
）午
後
２
時
～

４
時
ま
で
、
Ａ
館
フ
レ
ア
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
テ
ー

マ
は
「
人
間
の
生
き
方
を
考

え
る
―
長
年
の
歴
史
研
究
か

ら
学
ん
だ
こ
と
」
で
、
講
師

は
幕
末
史
を
専
門
と
す
る
歴

史
学
者
・
家
近
良
樹
特
別
招

聘
教
授
。
生
き
て
、
老
い
、

病
み
、
死
ん
で
い
く
「
生
老

病
死
」
を
、
歴
史
上
の
人
物

に
当
て
は
め
て
、
リ
ー
ダ
ー

の
あ
り
方
や
、
激
動
の
時
代

の
生
き
方
を
探
ろ
う
と
い
う

　大学は7年以内に一度、認証評価機関の
評価を受けることが義務付けられており、
その認証評価制度は2018年度から第3サイ
クル（期）を迎え、従来に比べて内部質保証
の実効性がより問われる内容へと変わりま
す。そこで、公益財団法人大学基準協会か
ら工藤事務局長をお招きし、第3期の認証
評価制度について理解を深める機会を設け
ました。
　第3期の特徴として、内部質保証の一層

の重視、全学的観点からの自己点検・自己
評価、そして学習成果の重視などが挙げら
れました。各学部・研究科が掲げる学位授
与方針（ディプロマ・ポリシー：どのような
力をつけた者に卒業を認定するかの基本的
方針）などのいわゆる「三つのポリシー」を
議論の中心に据え、学習成果を把握・測定
し、評価する方法を開発するなど、教育の
質向上を図るためにPDCAサイクルを回し
て、大学全体で取り組むことが求められて
いるのです。
　今回のお話で、内部質保証の推進が全学
的な教学マネジメントのもと進められるこ
とがわかりました。内部質保証では主に教
学の改善が中心となるため、教授会直後に
も関わらず多くの教員の参加がありました。
全学FD委員会では、学習成果の測定や評価
など、難しい問題を前進させるべく支援し
ていきたいと考えています。
【参加者】教員30名、職員23名、合計53名

　2018年4月着任教員17名を対象に実施し
ました。内容は、德永光俊学長による「大
阪経済大学の歴史と教育」、田中美也子広報
課長による広報活動紹介、そして情報処理
センターによる本学のIT環境とその使い方
の説明でした。今回は今春着任の新任職員
5名も参加しての研修となりました。

黒
正
塾 
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は

大学をより深く理解する

第37回全学FDフォーラム

新任者研修会

●2018年2月14日（水）16:30～18:00
 B館3階　B32教室

●2018年4月2日（月） 
11:00～17:00（13:1５～1５:2５を除く）
J館3階 特別会議室

　例年、新任教員に向けた新任者研修の中
で、全学FDフォーラムを実施しています。
今年は新任教員以外の教員の参加や新任職
員の参加があり、活発なやり取りがあちこ
ちで行われ、活気のあるワークショップと
なりました。
【参加者】教員20名、職員5名、合計25名

第38回全学FDフォーラム

●2018年4月2日（月）13:1５～1５:1５
　　E館５階　E５4教室

　全学FD委員会では、本学の教育の質を向上させるために、
2月と4月に2回のFDフォーラム、そして新任者研修会を行
いましたのでご報告いたします。

　スポーツ・文化センターは「日本版NCAA」（National Collegiate Athletic Association：全米大
学体育協会）構想をモデルとし、スポーツに加え文化系のクラブ活動もサポートしていきます。
　すでに本学にある「資源」「実績」を活用し、学生の学び、クラブ活動と地域貢献・社会貢献を
結びつける取り組みを始めます。レギュラー以外の学生にも新たな形で活躍の場を提供します。
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スポーツ・文化センター
（KSCC:keidai sports&culture center）

正課外活動や学生の地域貢献をサポートする

開設
2018年4月

第3サイクルの認証評価 -内部質保証の実質化に向けて-
公益財団法人 大学基準協会 事務局長  工藤 潤  氏

ワークショップ
 「学生がよく学ぶ授業法」
古宮 昇 人間科学部 教授(臨床心理学)

・クラブ運営支援
・正課の学習活動支援

デュアルキャリア
（クラブ・学業両立）

支援

クラブ強化支援
・学生企画のサポート
・クラブ応援のサポート
・ ボランティア活動のサポート
・ 情報発信（HP・大経大スポーツ情報）

学生に
実践の場を提供

マネジメント
・ キッズカレッジの維持、拡大
・地域との交流
・ 近隣の小中学校での部活指導

近隣学校との
施設相互利用も

地域連携推進

・ 外部に本学の「資源」を情報発信
・ 本学の「資源」を活用した実験、研究

教育・研究の場である
大学をアピール
外部資金の獲得

民・産・学・官
連携推進
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　　教育振興募金へのお申込み方法
①銀行振込の場合
 同封の用紙をご利用ください。（指定銀行の場合、振込手数料無料）
②インターネット（クレジットカード払いも可）の場合
 http://www.osaka-ue.ac.jp/information/contribution/application.html　
 からお手続きください。  
③本学窓口受付（現金）の場合
 J館2階経理課にてお手続きください。
④古本募金（本学はきしゃぽんの協働パートナーです）の場合

●インターネットから　http://www.kishapon.com/osaka-ue/ 
お手続きください。

●電話から　フリーダイヤル0120-29-7000へ 
「大阪経済大学に寄付したいのですが」とお伝えください。

※古本募金とは、書籍やCD・DVDなど使い終わったものをリサイクル換金してご寄付いただく方法です。

　取材で訪れたのは5月23日（水）。木村先生
は、聴覚障がいと知的障がいのある2年生の担
任。2限の「ことば・かず」と、3限の「たいい
く」の授業を担当していた。　「ことば・かず」
では、あいさつに始まり、「てあそび」や「えほ
ん」などで数や文字を学んでいく。児童と教員
の距離は近く、常に目の届く範囲で交流する。
木村先生は終始笑顔を絶やさない。大きな聞
き取りやすい声で、手話を交えながら進める。
今日はどんな手話で、どんな考えを紹介しよう
かなと、あれこれ工夫するという。
　続いて「たいいく」の授業。体育館に集まっ
た児童の前で、ラジオ体操のお手本を見せる。
体を伸ばし、ねじり、大きな動きで児童たちを
リードする。ボール遊びでは他の教員と連携し
て、ペットボトルのボーリングや、球を転がし
てのキャッチボールをサポートする。
　いつも意識しているのは、ほめることだ。
100の課題があって、もし3しかできないなら、
僕はその3つをほめ、一緒に成長を喜びたいと
思う。
　特別支援学校で教える喜びは、自分の一言
で子どもが変わるという経験ができること。例
えばダンスの最中に声をかけてあげると、急に
生き生きした動きをはじめる。子どもが元気に

なる瞬間に立ち会えるのは、素晴らしい経験。
自分の中の引き出しを増やし、知識を積んで、
子どもが今何を言いたいかをしっかりつかみ、
内に秘めた輝く部分を外に出す手伝いがした
い。そのための努力には終わりがありません。

　本学との交流は今も続い
ている。教職関連の催しに
招かれ、特別支援学校の
教員の仕事を紹介すること
もある。大学で話すことは
いい経験。自分の仕事の内
容を整理し、今後なすべき

ことを考える際の参考にもなる。
　後輩たちへは「無理はしないで、焦らないで」
がメッセージ。「教員になると、他の先輩先生
はみんな素晴らしく見えます。つい焦ってしま
うこともあるでしょう。そんな時は『今日はこ
れだけ』と小さい目標を決め、少しずつ歩みを
進めてほしいですね」。大切にする言葉は「夢
叶うまで挑戦」。木村先生は今日も、子どもた
ちとのふれあいを楽しみながら挑戦し続けてい
る。

予期せぬ災害発生・・・あなたは5時間歩けますか?
帰宅困難者にならないためには普段から“5時間歩ける健脚づくり”

『災害に強いまちづくりは健脚から』

   開催！
（予定

）

日時：2018年12月1日(土)9:00～16:00
場所：大阪経済大学及びウオークコースとして東淀川区全域

※参加者募集、協賛企業募集の詳細については決まり次第、HPでお知らせいたします。

　昨年に引き続き、今年もパソコン教室を開催させていただく運びとな
りました。本年度も充実した講義内容となっておりますので、皆様お誘
い合わせの上、ご参加くださいますようお願い申し上げます。
●開催日時 2018年9月8日（土）、9日（日）　午前9時～午後5時（予定）
 ※いずれか1日のみのご参加とさせていただきます。
●場　　所  大阪経済大学大隅キャンパスD館
●参 加 費 無料

  応募要項
●応募条件 本学後援会員とそのご家族／本学卒業生とそのご家族
 ※ご家族のみの参加も可能です。1組につき5名までとさせてい

　ただきます。
●応募方法 受講ご希望の方は、申込用紙に必要事項をご記入の上、封書も

しくはFAXにてお申し込みください。
 ※封書の場合、郵送料等はご本人様のご負担となりますので 

　予めご了承ください。
●応 募 先 〒533-8533　大阪市東淀川区大隅2-2-8
 大阪経済大学大樟会事務室　パソコン教室 係
 TEL：06-6328-2431（代）　FAX：06-6328-4564
●申込締切日　7月20日（金）〈当日消印有効〉
 ※申込多数の場合は抽選とさせていただきます。当選発表は受講　

票の発送を持って代えさせていただきます。（８月中に発送予定）

 その他
●会場へのアクセス
	 会場には駐車場がございませんので、公共交通機関をご利用の

上、ご来場ください。 
・電車　阪急京都線「上新庄」駅より徒歩約15分

  　　大阪メトロ今里筋線「瑞光四丁目」駅より徒歩約2分 
・バス　大阪シティバス「大阪経大前」「大阪経大正門」下車すぐ

●延期の場合　暴風警報発令等により中止となった日は、翌週の9月15日（土）に
延期します。

大経大パソコン教室のご案内
～ご支援いただいた皆様へ～

教育振興募金 2017年度報告

お問い合わせ先　大阪経済大学教育振興募金事務局（総務課）　06-6328-2431(代)

卒業生・後援会員の皆様へ

コース
難易度：（例 ★☆☆☆☆） コース内容

ワードコース
（★★☆☆☆）

ワードの基礎から応用までの操作を学ぶコースです。文章入力
の練習から入りますので、初心者でも安心して受講できます。

パワーポイント
コース

（★★★☆☆）

パワーポイントの基礎から応用までの操作を学ぶコースです。
パワーポイントを使ったことがない方でも、安心して受講でき
る内容です。

エクセルコース
（★★★★☆）

エクセルを使い簡単な計算を行います。パソコンの操作にある
程度慣れており、基本の部分を理解できている人向けです。

Microsoft Of�ce
入門コース
（★☆☆☆☆）

上記の3つのソフト（ワード・パワーポイント・エクセル）の初
歩的な操作を学び、パソコンの操作にも慣れていただくことを
目的としたコースです。

　本学では、教育振興募金事業において①海
外留学支援などグローバル人材の育成、課外
活動支援の充実、②奨学金制度の充実、③
施設の整備・充実に取り組むため、皆様から
のご支援をお願いしております。2017年度は個
人・団体の皆様から264件、総額89,878,006円
のご寄付をいただきました。本学への温かいご
支援に対し、御礼申し上げます。
　ご寄付の使途について一部ご報告いたしま
すと、課外活動支援のうち、ラグビー部へ20件
1,380,000円、サッカー部へ1件100,000円、準硬
式野球部へ3件35,000円のご寄付をいただき、
当該クラブ活動の支援に活用。また、古本募
金※においては、65件245,995円のご支援をい
ただきました。
　次に、奨学金制度の充実に対するご寄付の
うち、大阪経済大学大樟会（同窓会）のご寄付
を、同窓会遠隔地学生奨学金と同窓会緊急修
学援助奨学金に充て、合わせて25名分の給付

枠を増設。また、矢倉英一様（本学卒業生）か
らのご寄付を、「矢倉英一ベトナムスカラシップ」
創設に充て、ベトナム国籍を持つ私費外国人
留学生に対する支援に活用。その他、大樟奨
学金の運用基金に充当いたしました。
　引き続き、本学では教職員が一丸となって教
育・経営改革等に取り組み、自助努力を続け
てまいりますので、格別のご理解と力強いご支
援を賜りますよう、お願い申し上げます。

　高校教諭をめざしていた木村誠さん。卒業後、知的障が
いをもつ子どもたちが学ぶ学校で講師を勤めるうち、子ども
と本気で向き合う仕事にやりがいを発見し、特別支援学校の
教員免許を取得した。現在は奈良県立ろう学校（奈良県大和
郡山市）の小学部で教鞭をとっている。

特別支援学校教諭：木村誠さん（経営学部[79回卒]）

子どもの良いところを見つけ、伸ばし、
成長の喜びを分かち合いたい

海外留学・課外活動支援の充実
奨学金制度の充実

施設の整備・充実
指定なし

13,126,101円
（114件）

5,475,699円
（50件）
848,500円
（60件）

70,427,706円
（40件）

KAWARABAN

教職教職


